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	オンラインセミナー  9月7日(月) 開催
	Google Colab/Pythonによる実践デモを交えて学ぶ！ 撮影・機械学習・ディープラーニングの基礎と高精度画像認識システムの構築
	製造業のための画像認識AI活用講座
	画像認識AI技術は、製造業における外観検査・欠陥検出・品質管理などの分野で急速に導入が進んでいます。しかし、現場で高精度な画像認識システムを構築するには、撮影条件の設計からアルゴリズムの選定、学習データの効率的な活用まで、幅広い知識が求められます。 本講座では、製造業の現場で画像認識AIを活用するために必要な技術を体系的に解説します。 まず、認識精度を左右する画像撮影の基礎と各種カメラの特徴を学び、続いて機械学習・ディープラーニングの原理を基礎から丁寧に説明します。さらに、CNN、YOLO、Vision Transformerなど画像認識アルゴリズムを幅広く紹介し、外観検査への適用事例や少量データでの学習手法など、現場で直面する課題への解決策を提示します。 講座ではGoogle Colab上のPython環境を用いた実践的なデモを交えて進行し、講座後に受講者自身がコードを動かしながら画像分類の一連の流れを体験できる演習も準備してあります。画像認識技術の導入を検討中のエンジニアから、精度向上に課題を抱える実務者まで、幅広い方に役立つ内容です。
	期待される効果
	製造業の現場における画像認識AI技術の全体像と最新動向を把握できる 撮影条件の設計からアルゴリズム選定まで、高精度な画像認識システム構築に必要な知識が 身に付く 機械学習・ディープラーニングの原理を理解し、適切な手法を選択できるようになる Google Colab/Pythonでの演習を通じて、画像認識AIの実装手順を体験的に理解できる
	講 師
	講 師

	笠原 亮介（かさはら りょうすけ）講師
	株式会社ブライトヴォックス　取締役CTO 博士（工学）
	〒101-0033 東京都千代田区神田岩本町15−1 CYK神田岩本町3階 TEL： 03-6206-4966     MAIL :  ir@nihon-ir.co.jp
	講座内容（予定）
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